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昨
年
十
二
月
十
五
日(

日)
十
八
時
よ
り

た
か
む
ち
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
「
高

取
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
」
自
治
会
設
立
総
会

（
内
田
守
夫
会
長
）
が
開
か
れ
た
。 

 

高
取
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
は
今
ま
で
自
治

会
が
な
く
、
三
和
住
宅
が
取
り
ま
と
め
を

し
て
い
た
。
今
回
、
三
和
住
宅
が
撤
退
す

る
こ
と
で
自
治
会
設
立
の
運
び
と
な
っ

た
。
高
取
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
は
県
外
や
町

外
の
人
が
多
く
二
百
六
十
二
世
帯
、
約
八

百
五
十
人
が
居
住
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

二
百
四
十
五
世
帯
が
加
入
す
る
。 

 

平
成
二
十
五
年
四
月
末
日
を
も
っ
て
、

三
和
住
宅
管
理
事
務
所
が
撤
退
す
る
こ
と

に
よ
り
、
昨
年
一
月
に
住
民
集
会
を
開

き
、
住
民
有
志
八
名
が
準
備
委
員
会
を
設

立
。
一
軒
一
軒
家
を
訪
問
し
、
自
治
会
設

立
を
呼
び
掛
け
た
。
設
立
総
会
と
合
わ
せ

て
家
庭
を
訪
問
す
る
中
で
、
生
活
環
境
面

や
教
育
問
題
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
、
色
々

な
不
安
や
要
望
が
出
さ
れ
る
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
開
催
さ
れ
た
。 
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「
高
取
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
」
で
自
治
会
設
立 

総
会
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
住
民
結
束  

駅
前
開
発
・
健
幸
の
森
・
裁
判
・
企
業
誘
致 

高
取
町
長
へ
の
公
開
質
問
内
容
と
そ
の
回
答 

 

ご
意
見
番
で
は
、
本
年
一
月
二
十

二
日
に
、
高
取
町
長
へ
公
開
質
問
を

行
い
、
同
年
二
月
十
九
日
回
答
を
頂

き
ま
し
た
。
質
問
し
た
内
容
と
回
答

は
次
の
通
り
。 

一
、
壺
阪
山
駅
前
開
発
に
つ
い
て 

（
質
問
）
町
長
二
期
目
の
公
約
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
観
光
を
基
幹
産
業
と
す
る

た
め
の
駅
前
整
備
」
に
つ
い
て
の
実
施

設
計
等
の
具
体
的
な
作
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

一
部
地
権
者
よ
り
、
立
ち
退
き
後
の
処

遇
に
つ
い
て
全
く
話
が
な
い
と
の
不
満

を
耳
に
し
ま
す
。 

（
回
答
）
壷
阪
山
駅
前
整
備
は
、
か
ね

て
か
ら
懸
案
事
項
で
あ
り
、
私
の
二
期

目
の
公
約
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
明

日
香
村
キ
ト
ラ
古
墳
周
辺
地
区
で
は
、

国
営
公
園
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
公
園
の
最
寄
り
駅
が
壷
阪
山

駅
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
壷
阪
山
駅
前

整
備
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
地
元
大
字
関
係
者
及
び
地
権
者
の

代
表
者
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
近
鉄
壷

阪
山
駅
前
地
区
整
備
基
本
構
想
策
定
協

議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
平
成
二
十
五
年

三
月
に
基
本
構
想(

案)

を
策
定
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
近
鉄
側
と
の
折
衝
状
況

は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
に
近
鉄
施
設

部
に
基
本
構
想
案
を
提
示
し
、
八
月
に

は
、
「
全
面
的
に
協
力
は
さ
せ
て
い
た

だ
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、
近
鉄
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
、
近
鉄
が
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
他
市
町
村
に
お
け
る
駅

前
整
備
の
実
施
例
を
踏
ま
え
て
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
町
に
の
み
特

別
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

次
に
、
奈
良
県(

桜
井
土
木
事
務
所)

と
の
交
渉
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月
に

近
鉄
と
同
様
に
構
想
案
を
提
示
し
、
平

成
二
十
六
年
度
の
国
道
一
六
九
号
線
壷

阪
山
駅
交
差
点
改
良
工
事
の
実
現
に
向

け
、
予
算
確
保
の
依
頼
を
行
い
ま
し

た
。
壺
阪
山
駅
整
備
に
つ
い
て
は
、
奈

良
県
の
交
差
点
改
良
工
事
と
連
動
し

て
、
一
体
的
に
事
業
を
進
め
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
年
末
に
も
本
町
が
行
っ
た

交
通
量
調
査
や
現
況
測
量
を
踏
ま
え
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
桜
井
土
木
事

務
所
で
は
、
来
年
度
に
予
算
化
で
き
る

方
向
で
努
力
し
て
い
た
だ
け
る
と
聞
い

て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
県
と
調
整

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

現
在
の
状
況
は
、
以
上
の
と
お
り
で

あ
り
、
「
立
ち
退
き
後
の
処
遇
に
つ
い

て
」 

は
ま
だ
そ
こ

ま
で
、
至
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

今
後
も
、
住
民
に

と
っ
て
利
用
し
や

す
い
駅
前
整
備
が

実
現
で
き
る
よ
う

県
や
近
鉄
等
と
粘

り
強
く
協
議
・
交

渉
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

二
、
赤
坂
池
周
辺
整
備
に
つ
い
て 

（
質
問
）
赤
阪
池
周
辺
整
備
に
つ
い

て
、
赤
阪
池
の
埋
め
立
て
工
事
等
の
着

手
状
況
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
最
近
に

な
っ
て
「
埋
め
立
て
工
事
着
工
中
止
」

の
話
を
耳
に
し
ま
す
が
事
実
で
し
ょ
う

か
。 

（
回
答
） 

赤
坂
池
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
か
ね

て
か
ら
堰
堤
が
老
朽
化
し
、
漏
水
箇
所

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
抜
本
的
な
防

災
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
四
年
度

に
、
た
め
池
全
体
の
測
量
業
務
と
土
質

の
調
査
業
務
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
堤

体
に
つ
い
て
は
、
「
ク
ラ
ッ
ク
及
び
変

形
は
見
ら
れ
ず
、
積
ブ
ロ
ッ
ク
等
に
よ

る
法
面
保
護
工
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た

め
安
全
で
あ
る
。
」
と
い
う
結
果
で
し

た
。
そ
こ
で
、
平
成
二
十
六
年
度
は
、

震
災
対
策
農
業
水
利
施
設
整
備
事
業
を

活
用
し
、
池
全
体
の
「
耐
震
調
査
」
を

行
う
予
定
で
す
。
そ
の
耐
震
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
て
平
成
二
十
七
年
度
以
降

の
事
業
実
施
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
を
行
い

ま
す
が
、
赤
坂
池
は
、
非
常
に
大
き
な

池
で
あ
り
、
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、

町
や
受
益
者(

赤
坂
池
郷
・
七
ヶ
大
字)

の
負
担
も
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
県

や
関
係
機
関
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら

補
助
事
業
の
採
択
に
取
り
組
ん
で
い
き 

ま
す
。
「
埋
め
立
て
工
事
着
工
中
止
」

で
は
な
く
、
段
階
を
踏
み
な
が
ら
整
備

事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
関
係
者
の
皆

様
に
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十

四
日
、
平
成
二
十
六
年
二
月
十
三
日
の

二
回
に
わ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状

況
の
説
明
と
今
後
の
事
業
実
施
行
程
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
の
状
況
は
以
上
で
す
。 

三
、
健
幸
の
森
公
園
事
業
計
画
跡
地
の

運
営
に
つ
い
て 

（
質
問
）
健
幸
の
森
公
園
事
業
計
画
跡

地
の
運
営
に
つ
い
て
平
成
二
十
五
年
度

よ
り
一
部
供
用
開
始
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
現
地
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
出
入
り

口
が
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
ト
イ
レ
も
使
用

禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
温
泉
口
も
バ

リ
ケ
ー
ド
で
覆
わ
れ
、
再
使
用
も
疑
わ

れ
ま
す
。
（
裏
面
に
続
く
） 

公
社
元
理
事
長
に 

三
千
万
円
の
支
払
命
令 

市
街
地
開
発
計
画
の
断
念
に
伴
い
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
和
解
金
を
支

払
っ
た
の
は
、
元
理
事
長
が
独
断
で

行
っ
た
合
意
が
原
因
だ
と
し
て
、
高
取

町
土
地
開
発
公
社
が
元
理
事
長
に
損
害

賠
償
を
求
め
た
控
訴
審
（
大
阪
高
等
裁

判
所
）
に
お
い
て
十
二
月
二
十
日
、
請

求
通
り
三
千
万
円
の
支
払
い
を
元
理
事

長
に
命
じ
た
。
判
決
後
二
週
間
を
経
過

し
た
が
、
最
高
裁
へ
の
控
訴
申
し
出
が

な
く
、
元
理
事
長
は
高
取
町
土
地
開
発

公
社
に
三
千
万
円
の
支
払
い
が
決
定
し

た
。 

空
き
巣
の
盗
難
事
案 

高
取
町
で
も
発
生 

空
き
巣
に
よ
る
盗
難
事
案
が
最
近
高
取

町
内
に
お
い
て
も
、
発
生
し
て
い
ま

す
。
近
隣
市
町
村
で
も
発
生
し
て
い
ま

す
。 

 

平
成
二
十
六
年
三
月
の
奈
良
県
に
お

け
る
空
き
巣
の
統
計
で
は
、
ガ
ラ
ス
割

り
に
よ
る
侵
入
が
四
一
％
、
無
施
錠
に

よ
る
侵
入
が
三
七
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
施
錠
を
す
れ
ば
、
空
き

巣
の
被
害
に
合
う
確
立
を
約
四
〇
％
軽

減
で
き
る
デ
ー
タ
で
す
。
し
っ
か
り
と

施
錠
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 
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十
ヵ
月
ぶ
り
の
発
行
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

植
村
町
政
の
二
期
目
も
半

ば
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
今
後
の
展
望
も
踏

ま
え
た
今
後
の
町
政
に
対
す
る
質
問
と
そ

の
回
答
を
中
心
に
紙
面
を
構
成
し
ま
し

た
。
行
政
に
言
う
べ
き
こ
と
は
言
い
、
住

民
も
協
力
す
べ
き
こ
と
は
す
る
。
お
互
い

の
相
互
関
係
が
、
自
治
（
自
分
で
治
め

る
）
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
相
互

補
完
の
関
係
で
、
よ
り
よ
い
高
取
町
を

作
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

本
紙
面
で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
内
容

や
新
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
「
高
取
町
ご
意
見
番
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

最
近
の
町
行
政
は
、
事
案
の
対
処
・

処
遇
に
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
く
、
問
題
発

生
・
対
応･

そ
の
後
の
経
過
等
の
対
処
に

つ
い
て
、
あ
い
ま
い
で
「
鋭
意
検
討

中
」
「
鋭
意
努
力
し
て
い
る
」
で
、
前

に
進
ん
で
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

 

町
民
は
そ
の
よ
う
な
問
題
の
結
末
や

そ
の
後
の
経
過
・
現
状
が
わ
か
ら
ず
、

問
題
意
識
ま
で
風
化
し
て
い
る
現
状
で

す
。
ま
た
行
政
も
、
一
時
的
な
対
処
療

法
や
結
末
に
あ
っ
て
は
流
動
的
で
解
決

に
至
っ
て
い
な
い
手
つ
か
ず
の
事
案
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
「
高
取
町
ご
意
見
番
」
で

は
、
本
年
度
の
目
標
と
し
て
「
町
民
の

意
識
を
風
化
さ
せ
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
町
行
政
へ
の
公
開
質
問
や
情
報
開

示
を
求
め
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
後
ど
の
よ
う
な
運
営
を
お
考
え
な
の
か

お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

（
回
答
）
当
初
、
温
水
利
用
型
健
康
運
動

施
設
を
設
置
す
る
予
定
で
事
業
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
年
度
に
『
留

保
』
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
一
部
を
公
園
と
し
て
供
用
開
始
で
き

る
よ
う
利
用
に
必
要
な
ト
イ
レ
、
東
屋
と

い
っ
た
施
設
を
順
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

当
初
予
定
よ
り
多
少
整
備
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
ま
す
が
、
整
備
し
た
区
域
は
公

園
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
な
お
、
残
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
当

初
公
園
事
業
の
補
助
を
い
た
だ
き
事
業
を

進
め
た
経
緯
が
あ
り
、
公
園
施
設
の
一
部

と
し
て
の
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
最

低
条
件
と
な
っ
て
く
る
た
め
、
そ
の
後
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
決
ま
っ
て
い
な

い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
効
果
的

な
活
用
の
方
法
を
探
り
な
が
ら
「
負
の
遺

産
」
を
逆
転
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

四
、
「
債
務
不
存
在
確
認
請
求
控
訴
事

件
」
で
和
解
後
の
状
況
に
つ
い
て 

（
質
問
）
「
債
務
不
存
在
確
認
請
求
控
訴

事
件
」
で
和
解
し
た
後
の
対
処
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
兵
庫
・
薩
摩
の

地
権
者
へ
の
「
預
託
金
の
一
部
返
還
請

求
」
は
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

（
回
答
）
公
社
敗
訴
の
第
一
審
判
決
を
受

け
ま
し
た
が
、
裁
判
官
か
ら
の
和
解
勧
告

も
あ
り
公
社
理
事
会
で
協
議
の
結
果
、
和

解
を
受
け
入
れ
、
和
解
に
お
け
る
処
理
は

全
て
終
結
し
た
こ
と
は
ご
存
知
か
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
他
の
裁
判
が
一
件
大
阪
高
等
裁
判
所
に

お
い
て
審
理
中
で
あ
り
、
こ
の
審
理
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

五
、
丹
生
谷
の
産
廃
処
理
場
計
画
に
つ
い

て （
質
問
）
丹
生
谷
の
山
林
に
産
業
廃
棄
物

処
分
場
を
建
設
す
る
た
め
の
「
建
築
許
可

申
請
」
を
業
者
が
県
に
提
出
し
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
後
の
状
況
を
お
知
ら
せ

下
さ
い
。 

（
回
答
）
二
月
の
新
聞
報
道
等
に
よ
り
、

業
者
か
ら
の
申
請
書
を
県
が
受
理
せ
ず
、

差
し
戻
し
た
と
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。 

六
、
各
種
裁
判
の
状
況
に
つ
い
て 

（
質
問
）
現
在
係
争
中
の
裁
判
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。(

損
害
賠
償
請

求
事
件
の
判
決
等) 

（
回
答
）
高
取
町
が
当
事
者
と
な
る
裁
判

は
、
現
在
一
件
で
大
阪
高
等
裁
判
所
に
お

い
て
審
理
中
で
す
。
裁
判
の
審
理
に
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
内

容
や
見
込
み
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
、

現
時
点
で
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。 

（
一
）
貸
金
請
求
控
訴
事
件 

こ
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
第
一
審

(

奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部)

の
判
決
が 

あ
り
、
高
取
町
が
勝
訴
す
る
一
方
、
公
社

が
敗
訴
し
ま
し
た
。
こ
の
判
決
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
公
社
が
控
訴
す
る
と
と
も

に
相
手
側
も
控
訴
し
た
た
め
、
現
在
、
大

阪
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
係
争
中
で
す
。

【
編
者
注
釈
：
判
決
が
出
ま
し
た
。
左
上

記
事
参
照
く
だ
さ
い
】 

（
二
）
損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件 

こ
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年

一
月
七
日
に
公
社
勝
訴
の
判
決
が
確
定
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
裁
判
結
果
に
伴
う
今

後
の
公
社
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
近
々
、

公
社
理
事
会
を
開
催
し
協
議
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

七
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会
設
立
の
詳

細
に
つ
い
て 

（
質
問
）
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
に
自
治
会
が

設
立
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
詳
細
を

お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

（
回
答
）
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
五
日

(

日)
に
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会
の
設
立

総
会
を
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
グ
リ
ー
ン

高
取
町
ご
意
見
番 

本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン 

町
民
の
意
識
を
風
化
さ
せ
な
い 

タ
ウ
ン
は
、
清
水
谷
自
治
会
の
一
部
で
し

た
が
、
新
た
に
自
治
会
を
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
世
帯
数
は
、
お
お
む
ね
二
百
四
十
五

世
帯
で
す
。 

な
お
、
町
自
治
会
に
加
入
し
、
平
成
二
十

六
年
一
月
二
十
二
日(

水)

に
設
立
開
催
さ

れ
た
町
自
治
会
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
加

入
の
報
告
と
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

八
、
企
業
誘
致
の
状
況
に
つ
い
て 

（
質
問
）
雇
用
確
保
や
町
の
活
性
化
を
目

的
に
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
図
り
た
い
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
現
在
の
誘
致
に
関
す

る
実
施
状
況
や
計
画
を
お
知
ら
せ
下
さ

い
。
赤
阪
池
東
側
の
企
業
誘
致
は
中
止
と 

聞
き
ま
し
た
が
如
何
で
す
か
。 

（
回
答
）
駅
前
整
備
と
と
も
に
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
や
企
業
の
誘
致
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
、
地
元
の
雇
用
の
拡
大

や
法
人
町
民
税
・
固
定
資
産
税
の
税
収
の

増
加
、
そ
れ
ら
に
伴
う
波
及
的
な
効
果
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

 

赤
坂
池
東
側
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
土
地
利
用
の
規
制
等
の
課
題
も
あ

り
、
具
体
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
観
覚
寺
地
区
内
に
企
業
誘
致
が
実

現
す
る
よ
う
現
在
協
議
を
す
す
め
て
い
ま

す
。 

「
貸
金
請
求
訴
訟
事
件
」
の
２
審
判
決
で 

高
取
町
土
地
開
発
公
社
逆
転
勝
訴 

 

「
貸
金
請
求
訴
訟
事
件
」
は
平
成
二
十

一
年
十
月
十
三
日
に
奈
良
地
方
裁
判
所
葛

城
支
部
に
原
告
よ
り
訴
状
が
提
出
さ
れ
、

第
一
審
（
奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部
）

判
決
が
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
に
出

ま
し
た
。
被
告
の
「
高
取
町
土
地
開
発
公

社
」
は
敗
訴
と
な
り
控
訴
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
に

第
二
審
（
大
阪
高
等
裁
判
所
）
判
決
が
下

さ
れ
被
告
の
「
高
取
町
土
地
開
発
公
社
」

は
逆
転
勝
訴
と
な
り
ま

し
た
。 

主
要
通
学
路
の
横
断
歩
道
で
マ
ー
キ
ン
グ
ペ
イ
ン
ト 

 

た
か
む
ち
小
学
校
へ
の
主
な
通
学
路
に

お
い
て
、
道
路
に
横
断
の
た
め
の
安
全

マ
ー
キ
ン
グ
ペ
イ
ン
ト
が
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
安
全
な

通
学
と
事
故
防
止
に
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

 

高
取
町
で
は
、
高
取
町
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
こ

ど
も
見
守
り
隊
隊
員
一
四
五
名
（
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
老
人
会
・
自
治
会
を
中
心
構
成
）

が
、
児
童
の
登
下
校

時
、
通
学
路
で
の
立

哨
・
挨
拶
運
動
や
共

に
移
動
し
て
安
全
の

確
保
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。 


